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４．議事 

（１）全体進捗報告 

【以降、研究開発計画詳細が含まれるため非公開】 

（２）各研究テーマ進捗報告 

  ・高付加価値設計・製造を実現するレーザーコーティング技術の研究開発 

・Additive Manufacturing を核とした新しいものづくり創出の研究開発 

（３）研究テーマのビジネスモデル・シナリオに関する検討 

（４）研究プロジェクトの実用化・事業化に係るリスクマネジメントの試行的実施 

（５）その他 

 

５．配布資料 

資料１－１ 全体進捗報告 

資料１－２ ２４研究テーマへの予算配分方針 

資料１－３ 平成２７年度予算額について 

資料２－１ 高付加価値設計・製造を実現するレーザーコーティング技術の研究開発 

【非公開】 

資料２－２ ADDITIVE MANUFACTURING を核とした新しいものづくり創出の研究開発 

【非公開】 

資料３－１ 研究テーマのビジネスモデル・シナリオに関する検討【非公開】 

資料４－１ 研究プロジェクトの実用化・事業化に係るリスクマネジメントの試行的実施 

【非公開】 

資料５－１ ＳＩＰ革新的設計生産技術 研究開発計画（修正案）【非公開】 

資料５－２ 年間スケジュール【非公開】 

 

参考資料１ ＳＩＰ革新的設計生産技術 推進委員会構成員名簿 

参考資料２ ＳＩＰ革新的設計生産技術 推進委員会（第４回）議事要旨 

参考資料３ ＳＩＰ革新的設計生産技術 24研究テーマ概要 

参考資料４ ＳＩＰ革新的設計生産技術 24研究テーマ工程表【非公開】 

 

 

 

 

 



６．議事要旨 

（１）全体進捗報告 

資料１－１、資料１－２、資料１－３に基づき、事務局より説明がなされた。 

 

（２）各研究テーマ進捗報告【非公開】 

  ・高付加価値設計・製造を実現するレーザーコーティング技術の研究開発 

  資料２－１に基づき、本研究テーマの研究テーマ責任者である大阪大学 塚本先生より 

発表がなされた。 

・Additive Manufacturing を核とした新しいものづくり創出の研究開発 

  資料２－２に基づき、本研究テーマの研究テーマ責任者より東京大学 新野先生より 

発表がなされた。 

 

（３）研究テーマのビジネスモデル・シナリオに関する検討 

資料３－１に基づき、委託先であるみずほ情報総研より説明がなされた。 

 

（４）研究プロジェクトの実用化・事業化に係るリスクマネジメントの試行的実施 

資料４－１に基づき、管理法人であるＮＥＤＯより説明がなされた。 

 

（５）その他 

資料５－１、資料５－２に基づき、追加配分を受けて修正した全体研究開発計画と 

今後の予定について、事務局より説明がなされた。 

 


